
地域情報通信基盤整備推進交付金事業における整備計画の事後評価

加入率（％） 100.0 100.0 100.0 100.0

評価及び課題

【評価】
　村内全域に光ファイバーを整備したことにより、全村民が超高速ブロードバンドの
利用が可能となった。また、地上デジタルテレビ放送の再送信設備を整備し、地上
デジタル放送への移行が円滑にすすめられた。以上のことから、当初の目的である
デジタルディバイドの解消が図られた。
【課題】
　近年の加入者数は微増で推移しているが、高齢者世帯では未加入が多く、今後
の加入促進に向けた対策が必要である。

整備地域の世帯数 490 490 490 484

加入世帯数 490 490 490 484
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サービス開始日 平成23年1月29日

サービス形態

契約先 －

整備計画時の目標 実績

初年度 最終 平成23年度末 平成27年度末

公設公営

整備地域の世帯数 490 490 490 484

加入世帯数 108 162 139 193

加入率（％） 22.0 33.0 28.4 39.9
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サービス開始日 平成23年1月4日

サービス形態 公設民営（IRU）

契約先 東日本電信電話株式会社青森支店

整備計画時の目標 実績

初年度 最終 平成23年度末 平成27年度末

事業名 地域情報通信基盤整備推進交付金事業

事業の概要　

事業完了日 平成23年1月28日

総事業費 ２９６，８４５千円

交付金額 ９８，９４８千円
整備対象地域 西目屋村全域

事業の
内容

　当村において、ＡＤＳＬによるインターネットサービスが
提供されていたものの、当村の地勢、集落配置では、通信事
業者の収容局からの距離等により、村内全ての地域がその
サービスを享受することが難しい状況であったため、村内全
域に光ファイバー網を整備し、高速インターネットサービス
の提供を行った。
　また、地理的条件によりテレビの難視聴地区となっていた
ことから、テレビ難視聴対策として、テレビ再送信用の受信
点、センター設備を整備し、各家庭まで光ケーブルを利用し
て配信した。
　これにより、村内全域でのブロードバンド化による都市部
との情報格差の解消、ＩＣＴ技術を活用した地域の活性化が
図られた。


